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算資源を用いて解析を行う伴う緩和時間の遅れや有限サイズ効果の影響を受けにくい方法である。                            
ゲージグラスＳＵ（２）模型の相図を右示す。Ｋ＝∞が 
高温、Ｋ＝０が完全零度を表す温度のパラメータでＫｐは 
ランダムネスを特徴づけるパラメータでＫp＝0が規則系、 
Kp＝０が不規則系.である。破線はＫ＝Ｋｐで表わされる 
西森線で、多重臨界点を恐らく通る強磁性相である。 
 ゲージグラスＳＵ（２）模型の相図の代表的な２点規則系 
の臨界点や多重臨界点を非平衡緩和解析によって判定した。 
本発表では上述の目的の中でこの相図についての説明を行
う。 
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